
 

 
 
 
 
 
 

 

１ はじめに 
 

今回の中学校学習指導要領改訂において，

高齢者に関する内容が新設された。図１は，

高齢者に関する学習内容の系統性を示したも

のである。中学校技術・家庭科家庭分野（以

下，「家庭分野」という。）を指導する教師に

は，空間軸と時間軸という視点から，学校段

階に応じた学習対象を明確に捉え，指導内容

を整理することが求められる。 

２ 高齢者に関する学習内容の系統性 

小学校家庭科では，「家族や地域の人々との

関わり」の中で幼児又は低学年の児童や高齢

者など異なる世代の人々との関わりについて

学習する。この学習を通して，地域の人々と

の日常の関わりが，つながりを深める上で大

切なことが分かり，共に生活する地域の人々

への思いやりの気持ちをもてるようにする。

このことは，家族の人数が減ったり，高齢者

が多くなったりする地域社会の中で，そこに

住む様々な人々と協力し助け合って生活する

ために，ますます必要となる。 
このような小学校での学習を踏まえ，家庭

分野の内容「Ａ家族・家庭生活」に新設され

た高齢者に関する中学校での学習は，家庭や

地域との連携を図り，人と関わる活動を充実

することで，生徒が高齢者等地域の人々と協

働する必要があることや，家庭生活や地域を

支える一員であることを自覚できるようにす

ることをねらいとしている。また，この学習

では，地域の一員として協働する立場として，

中学生の自分が高齢者の方々とどのように接

するか，工夫し考えるなど，高齢者の身体の

特徴を踏まえた関わり方についても理解でき
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図１ 高齢者に関わる小学校・中学校・高等
学校における学習内容の系統性 



るようにし，高等学校家庭科の学習につなぐ

ことが重要である。 
高等学校家庭科では，高齢者の心身の特徴，

社会環境，高齢者と関わる際に重要な尊厳や

自立の視点，関わり方について理解し，高齢

者の自立生活を支えるために家族や地域及び

社会の果たす役割の重要性について考察する

ことをねらいとしている。 
そこで，家庭分野においては，高等学校と

の系統性や学習内容の違い（表１）に留意し，

取り組む必要がある。 
 

３ 高齢者に関する学習指導上の留意点 
 

 (1)  中学校における学習指導上の留意点 
 家庭分野における高齢者に関する学習内容

は，次の項目のとおりである。 

 「高齢者など地域の人々と協働」について

学習する際，その必要性を理解させるために，

地域を支える高齢者との関わり方の工夫につ

いて考えさせることが大事である。 

 「協働する」ことは，中学生の自分が地域

の人々と力を合わせて主体的に物事に取り組

むことを意味している。例えば，休日等を利

用して，実際に地域の祭りや資源ゴミ回収な

どの活動に参加させてみることで，自分たち

が出したゴミを片付けたり，祭りを運営した

りするなど，高齢者が地域の様々な活動を支

えていることに気付かせることができる。そ

こから地域の一員として自分たちには何が 
できるか検討させることなどが考えられる。 
(2) 高等学校における学習指導上の留意点  

 高等学校家庭科では，生涯にわたって家族・

家庭の生活を支える福祉の基本的な理念に重

点を置いた学習となる。例えば，介護保険制

度，地域包括ケアなどを取り上げ，高齢者を

取り巻く社会の現状と課題について考えるこ

とができるようにする。その際，ノーマライ

ゼーションの視点から高齢期になっても，誰

もが安心して自立的な生活を送ることができ

る社会について理解できるようにすることも

必要である。認知症などにも触れ，介護が必

要になった場合，家族，地域及び福祉サービ

ス等の連携により社会全体で高齢者を支える

仕組みや在り方について考察する。 

表１ 高齢者の介護に関する中学校と高等学校の内容の違い 

中学校 高等学校（家庭基礎） 
 
介護など高齢者との関わり方  
  

 
 
〇 生徒がペアを組み，立ち上がりや歩行など

の介助を体験し，介助する側とされる側の気

持ちや配慮について話し合うなどの活動 

〇 高齢者の介護の専門家等から介助の仕方に

ついて話を聞くなどの活動 など  

 

 

 

 
高齢者の生活支援に関する基礎的な技能  

 
〇 生徒同士，いすに座ってゼリー等の食事介

助を体験 
〇 脳梗塞で麻痺がある場合を想定し，利き手

でない方で食事をする体験 
〇 片麻痺がある場合の上衣の着脱の介助を

体験 など 
 

 
 

 

例）立ち上がりや歩行 

 などの介助 

 

例）車いすの操作 

  移動・移乗の介助 

  食事の介助 

  着脱衣の介助など 

家族関係をよりよくする方法及び高齢者等

地域の人々と協働する方法の工夫 
高齢者の自立生活を支えるために，家族や地域

及び社会の果たす役割の重要性について考察 

◯ 高齢者など地域の人々との協働 
◯ 高齢者との関わり方 
 ・ 高齢者の身体の特徴 
 ・ 高齢者の介護の基礎に関する体験

的な活動 



 このような高等学校家庭科の学習につなぐ

ことを意識して，家庭分野では，自分は支え

られるだけではなく，家族や地域の一員とし

て支える側になることができることを理解さ

せることが必要である。そのために，地域で

の決まりを守ったり，仕事を分担したりする

など，進んで協働することが必要であること

や，自分たちにもできることがあるというこ

との理解を深めさせるような学習内容と指導

方法を工夫することが必要である。学習のね

らいを踏まえると，中学生が高齢者福祉施設

や一人暮らしの高齢者宅を訪問するなどの活

動自体が目的ではないことに注意する。家庭

分野の学習内容の工夫として具体的には，地

域との連携を図り，地域の祭りなどの行事や

清掃などの活動を取り上げて，中学生の自分

が地域の人々と協働するための方法を検討す

る学習活動等が考えられる。 

４ 高齢者との関わり方 

(1) 高齢者の身体の特徴 
 介護など高齢者との関わり方については， 

高等学校家庭科では，高齢者の身体的特徴に

加え，心理的特徴の概要についても扱うこと

になっている。認知症についても高等学校で

触れる。 
 このことを踏まえ，中学校の家庭分野では，

視力や聴力，筋力の低下など中学生とは異な

る高齢者の身体の特徴が分かり，それらを踏

まえて関わる必要があることを理解できるよ

うにすることが重要である。 
(2) 高齢者の介護の基礎に関する体験的

な活動 
 家庭分野では，家庭や地域で高齢者と関わ

り，協働するために必要な学習内容として介

助の方法を理解する。例えば，立ち上がりの

介助を生徒同士がペアで体験することを通し

て，介護する側とされる側の気持ちや配慮な

どについて話し合い，実感を伴って理解でき

るようにする活動等が考えられる。杖をつく

など歩行に少し介助が必要な高齢者に，中学

生の自分ができる介助の方法を理解すること

で，地域の一員として協働できるようにする

ことがねらいである。 
 高等学校家庭科では，社会の一員として高

齢者の自立生活をどのように支えるかという

視点で，介護を必要とする高齢者の食事や着

脱衣などの介助について体験を通して学ぶ。

安全に配慮すること，高齢者の自己決定，主

体的参加の尊重など介護の視点を土台として

生活支援に関する基礎的な技能を身に付ける

ことができるよう，高校生同士が体験的に学

習する。 
 このように，中学校で学ぶことは，地域の

一員として主体的に高齢者と関わることがで

きるようになることであり，高等学校で学ぶ

ことは，社会の一員として，高齢者の自立生

活を支えるための役割について考察できるよ

うになることである。このことを踏まえ，介

護の基礎に関する体験的な活動について，系

統性を意識した指導を行うことが大切である。 

５  指導内容及び指導方法の具体例 

 これまで述べてきた内容に基づき，家庭分

野における高齢者に関する学習の題材構成の

例（表２）と第５次の学習活動の例を示す。 

表２ 中学校における題材構成の例 

次 学習活動 
１ 家族・家庭の生活について考えよう 

２ 家族関係をよりよくする方法について考

えよう 
３ 家庭と地域との関わりについて考え，体

験活動の計画を立てよう 
 地域で体験活動（防災訓練，清掃活動，

資源物回収，祭り等）をしよう 
４ 体験活動を振り返り，課題について考え

よう 
５ 
本時 

地域を支える高齢者との関わり方につい

て考えよう 
６ 地域行事で高齢者など地域の方と関わ

り，協働する方法を発表しよう 

 



 

 ６ おわりに 

 家庭分野では，高等学校家庭科における学

習を踏まえ，中学校３年間を見通して学習内

容を確実に習得させる必要がある。小，中，

高等学校の連携を図り，これまで以上に系統

性，発展性を意識した指導を行うことで，よ

りよい社会の構築に向けて，主体的に家庭や

地域の生活を創造する資質・能力の育成を目

指すことを期待したい。 
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本時の指導例   ○○中学校の授業案 「地域を支える高齢者との関わり方の工夫」について考えよう 

 学習活動 指導上の留意点 等 

導
入 

１ 前時までの学習内容を振り返る。 
 
 
 
２ 学習課題を設定する。 
 
 

・家庭生活が地域との相互の関
わりで成り立っていること，高
齢者等地域の人々と協働する必
要があることについて振り返
る。 

展
開 

３ 休日に参加した祭りなど地域活動の際，気付いた問題を

話し合う。 
 
 
 
 
 
４ 班ごとに立ち上がりや歩行の介助のポイントを探る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 考えたことをワークシートに記入する。 

 
・高齢者の身体の特徴を踏まえ

る。 
 
 
 
 
・生徒同士ペアで介助する側と
介助される側の気持ちや必要な
配慮について考えながら活動さ
せる。 
・より安全で力の少ない介助方
法はどちらか，視点を明示し，比
較して考えさせる。 
（例：声掛けがあったときと無かっ
たとき，いすに浅く腰掛けるか，深

く腰掛けるか，高齢者の上体がまっ
すぐか，前屈みか，介助者は両足を
そろえるか，開くか など） 
・タブレットやデジタルカメラ
で動画を撮影し，繰り返しみる
などＩＣＴを効果的に活用す
る。 
 
 
 
 
 
 
・根拠に基づき，考えを述べさせ

る。 

ま
と
め 

６ まとめをする。 
 
 
 
７ 次時の予告をする。 
 ・地域行事での活動計画を発表する。 

・振り返りをさせ，自己評価をさ

せる。 
 
 
 
 

 

 高齢者の身体の特徴を理解し，気持ちに配慮した
上で，コミュニケーションを大事にし，お互いが安
心，安全な介助をしながら，協働することが大切だ。 

地域行事で高齢者と協働する際，どのような工夫をした
らよいだろうか 

高校では・・・  

 高齢者の自立生活を支

えるという社会の一員と

しての立場 

高校では・・・ 

生涯を見通して高齢期の生活

と福祉について考える。 

① ２人１組になり，脚力が低下している高齢者とその介助

者を想定し，座っている人を介助し立ち上がらせる。 
 
 
 
 

② 自分でゆっくり立ち上がり，姿勢や動きをお互いに観察

する（足の位置,頭の動き,重心の移動など）。 
 

 
 
 
③ ②の観察結果から，より安全に少ない力で立ち上がりの

介助をするにはどうすればよいか考え，再度やってみる。 高校では・・・ 

 麻痺がある場合の上着の着

脱や食事の介助などを体験 

高校では・・・  

 高齢者の心身の特徴 

祭りや資源ゴミ分別など地域の活動は，高齢者の方々に
支えられていることが分かったよ。 

立ち上がったり，歩いたりするときにふらつくなど，助
けが必要な方がいらしたよ。 

○○中学校は地域の避難所になっている。９月にある防
災訓練で，高齢者の方々と一緒に地域の一員として積極
的に活動したい。 

中学生の私たちが，地域の高齢者と協働するためにで
きる介護ってどんなことだろう？ 


